
地域主権改革問題で出前講座

好評受付中！
今今日日のの民民主主党党政政権権はは、、地地域域主主権権改改革革をを推推進進しし、、「「地地域域ののここととはは地地域域にに住住むむ 住住民民

がが 責責 任任 をを 持持 っっ てて 決決 めめ 、、活活 気気 にに 満満 ちち たた 地地 域域 社社 会会 をを 創創 るる べべ きき だだ 」」とと しし てて いい まま すす 。。しし かか

しし なな がが らら 、、多多 くく のの 自自 治治 体体 はは 厳厳 しし いい 財財 政政 事事 情情 のの 中中 でで 、、自自 治治 体体 へへ のの 権権 限限 委委 譲譲 はは ああ っっ てて

もも 、、おお 金金 もも 人人 もも 増増 ええ ずず 困困 っっ てて いい まま すす 。。問問 題題 はは そそ れれ だだ けけ でで はは ああ りり まま せせ んん 。。地地 方方 主主 権権

改改 革革 はは 、、小小 ささ なな 政政 府府 論論 とと 道道 州州 制制 をを 押押 しし すす すす めめ るる 新新 自自 由由 主主 義義 的的 なな 内内 容容 がが 中中 心心 とと なな っっ

てていいまますす。。ししたたががっってて、、「「公公共共部部門門 のの縮縮小小とと公公務務員員のの削削減減ここそそがが住住民民のの利利益益 」」とと

しし 、、じじ つつ はは 住住 民民 自自 治治 をを 拡拡 充充 すす るる 立立 場場 でで はは ああ りり まま せせ んん 。。むむ しし ろろ 、、橋橋 下下 大大 阪阪 府府 知知 事事 がが

すす すす めめ るる「「 大大 阪阪 維維 新新 のの 会会 」」のの よよ うう にに 地地 方方 議議 会会 をを 乗乗 っっ 取取 りり 、、トト ッッ ププ ダダ ウウ ンン にに よよ るる 巨巨

大大 地地 域域 開開 発発 中中 心心 のの 行行 政政 展展 開開 をを すす すす めめ よよ うう とと しし てて いい まま すす 。。ここ れれ でで はは 、、まま ささ にに 地地 方方 自自

治治破破壊壊のの道道にに突突ききすすすすむむももののとと危危惧惧さされれてていいまますす。。そそののここととはは、、 99 月月大大阪阪府府議議会会

にに 提提 案案 ささ れれ てて いい るる「「 維維 新新 改改 革革 」」ププ ララ ンン でで 、、すす でで にに 住住 民民 福福 祉祉 とと 社社 会会 発発 展展 のの 願願 いい をを 踏踏

みみににじじるる内内容容ととななっってていいるるここととかかららもも明明ららかかでですす。。

「「 地地 方方 自自 治治 はは 民民 主主 主主 義義 のの 学学 校校 だだ 」」とと 言言 わわ れれ てて いい まま すす がが 、、いい まま ここ そそ 住住 民民 がが 主主 人人 公公

のの 地地 方方 自自 治治 をを めめ ざざ すす ここ とと がが 求求 めめ らら れれ てて いい まま すす 。。そそ のの たた めめ にに はは 、、職職 場場 やや 地地 域域 でで 地地 方方

自自治治のの民民主主的的なな発発展展ををどどののよよううににすすすすめめるるののかか真真剣剣なな議議論論をを深深めめるるここととがが必必要要

でで すす 。。今今 日日 のの 格格 差差・・貧貧 困困 がが 拡拡 大大 しし てて 行行 くく 中中 でで 、、子子 育育 てて のの 不不 安安 、、ニニ ーー トト やや フフ リリ タタ ーー

問問 題題 をを はは じじ めめ 青青 年年 のの 就就 職職 難難 問問 題題 、、地地 域域 でで のの つつ なな がが りり をを なな くく しし てて いい るる 高高 齢齢 者者 のの 問問 題題

なな どど がが 広広 がが りり 、、生生 活活 不不 安安 がが 増増 大大 しし てて いい まま すす 。。地地 域域 にに おお けけ るる そそ うう しし たた 問問 題題 をを リリ アア ルル

にに 把把 握握 しし 、、行行 財財 政政 のの 民民 主主 的的 なな 転転 嫁嫁 をを どど のの よよ うう にに すす すす めめ るる のの かか 、、住住 民民 自自 治治 のの 立立 場場 かか

らら 取取 組組 みみ をを すす すす めめ るる ここ とと がが 必必 要要 でで すす 。。そそ うう しし たた 内内 容容 のの 学学 習習 会会 をを 旺旺 盛盛 にに 展展 開開 しし てて 頂頂

くく たた めめ にに もも 、、地地 方方 主主 権権 改改 革革 のの 学学 習習 会会 をを 職職 場場 やや 地地 域域 でで 取取 りり 組組 んん でで いい たた だだ きき まま すす よよ うう

訴訴ええるるももののでですす。。
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